 (
受付
（財団記入欄）
番号
日付
) (
受付
（財団記入欄）
番号
日付
)(A)共同研究助成申請書
　申請日：　　　　　年　　月　　日
公益財団法人ニッポンハム食の未来財団
理事長　殿　
申請者（代表者）氏名　　　　　　　　　　　　　

公益財団法人ニッポンハム食の未来財団研究助成応募要項を承諾のうえ、助成金の交付を受けたく、
下記のとおり申請いたします。
記
	食物アレルギーに関する研究領域（いずれか一項目に〇）

	
	
	
	
	

	(1)対応食品
	(2)予防
	(3)診断・治療
	(4)工場内等の衛生管理
	(5)その他
（社会科学や心理学を含む）



	[bookmark: _Toc270691447]研究課題名
	


	いずれかに☑　
	□新規
	
	該当の場合は☑　
	□ヒトまたはヒト試料を使った研究


	
	□継続
	
	
	□研究計画に動物実験を含む

	フリガナ
	
	

	申請者（代表者）氏名
	
	

	所属・連絡先
	機関名：
役職：
住所：（〒　　　）
TEL：
E-mail:

	経理責任者
（※設定必須）
	機関経理である□（チェック）  ※機関経理でない場合は必ずご相談ください
所属:
氏名:　　　　　　　　　　  印
住所: （〒　　　）
TEL:
E-mail:

	所属長
	 (
※機関経理の場合は記入・押印ともに不要
)所属:
氏名:　　　　　　　　      印



	申請金額
	総額　　　　　　千円(税込) 

	利益相反関係の有無
（ある場合は対象も記載）
	




◆共同研究メンバー（必要に応じて行を追加）
※助言や講演のみを依頼する専門家、短期的に作業補助を行うアルバイトの方などについては、記入する必要はありません。
※「研究経費」の欄は支出経費内訳書（15、16ページ）の金額を記入ください。
※「エフォート」欄は本申請課題が採択された場合を想定し、年間の全仕事時間を100％とした場合、本研究の実施等に必要となる時間の配分率(1〜100の整数)を記入してください。代表者欄は13ページのエフォートと同じ数値を記入ください。
	
	氏名
	所属機関名
役　　　職
	役割分担
メンバーとする理由　（簡潔に記入）
	研究経費（千円）
	エフォート（％）

	代表者
	
	
	
	
	

	共同研究者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	



◆研究体制について
	共同研究者の集まりの理由と期待される効果を記述してください。また、目標の共有及び高い成果を実現するために、共同研究の代表者としての工夫についても記述してください。















 (
＜
研究概要図
＞
本研究課題について審査委員が
理解しやすい
ように概要図を作成して枠内に貼り付けてください。
)

 (
＜
研究概要
＞
本研究課題
について審査委員が
理解しやすい
ように
4
00
字
程度
で
記述
ください。
)
	＜取り組む課題（問題）と研究目的＞
申請内容で対象とする社会的及び科学的課題について、その重要性を含めて具体的に記述してください。その課題を取り上げるに至った経緯についても、これまでの研究の結果、また、先行する研究の進展や問題点を踏まえて、記述してください。その上で、本研究において、何を明らかにし、どのような価値の創出を目指しているのかを説明してください。




























	＜申請研究題目に関連する国内外の研究状況（将来、産業化を想定した研究では先行特許の出願状況も含む）＞
・申請分野の世界的な研究状況を客観的に説明してください。
・特に将来、産業化を想定した研究では、先行特許調査の結果及び対応策も記述してください。































	＜過年度の成果・進捗及び継続の必要性＞
※過去に当財団から本申請に関連する助成を受けた場合のみ記述してください。



























	＜実施内容及び方法＞
目的を達成するために、本研究で実施する内容・方法について記述してください。何をどのように実施するのか、また、何故それを実施することが問題解決につながるのかなど、具体的に記述してください。共同研究助成の場合は、各共同研究者の役割に触れながら記述してください。


































	<期待される研究成果および期待される将来的な社会実装方法>
本研究課題の直接的な成果を記述したうえで、期待される将来的な社会実装方法や食物アレルギーの社会課題に対する展開イメージについて達成期間の見込みも含めて記述してください。

















	＜研究実施スケジュール＞
最終到達地点まで複数年かかる見通しの研究課題の場合、今回の申請部分が全体計画のどの位置にあるのか、また、当該年度にどこまで進捗する予定なのかを明確に記述してください。必要に応じて、＜実施内容及び方法＞の項等も活用してください。














	＜申請者（代表者）略歴＞
・次のように記入してください。
19○○年○○月○○大学○○学部卒業
19○○年○○月○○大学大学院○○課程修了
20○○年○○月○○大学准教授
20○○年○○月○○大学教授


















	＜申請者（代表者）の主要研究歴＞
・次のように記入してください。
19〇〇～2005;アトピー性皮膚炎と食物アレルギーと関連性の研究
2006  ～2012;・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

















	＜これまでの研究費（競争的資金制度、助成金等）の獲得歴＞
申請者（代表者）がこれまでに受けた研究費（競争的資金制度、民間助成金等のこと。なお、現在受けている研究費も含む。）の内、本研究の立案に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名、期間（年度）、研究課題名、 研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください



































	＜申請者（代表者）の近年の主要関係論文＞
　これまでに発表した原著論文、総説の内、最近5年間のもので本研究に関連する重要なものを、選定（最大10件）して記入してください。その内、主要3点については、最終頁に要約の日本語訳を記入ください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。記入方法としては、論文名、著者名、掲載誌名、巻、最初と最後のページ、発表年（西暦）について記入してください。項目の順序は問いません。著者名が多数に渡る場合は、主な著者を数名記入し、以下を省略しても構いません。申請者（代表者）には一重下線を付してください。また、「食物アレルギー」領域に新規に取り組む方は記入欄の□にﾁｪｯｸを入れ（☑）、申請者の主要な原著論文、総説を記入してください。

	※「食物アレルギー」領域に新規に取り組む □



















	＜同一または類似研究に関する他の研究費（競争的資金制度、助成金等）への応募状況＞
研究資金の不合理な重複や集中にならないかどうかを判断するために参考にさせていただきますので、応募時点における「（1）応募中の研究費」、「（2）受入予定」、「(3)その他の活動」について正確に記入してください。具体的な記入方法は募集要項（別紙2 申請書記入方法）を必ずご覧ください。
なお、「エフォート」欄は年間の全仕事時間を100%として、個々の研究活動等に必要となる時間の配分率（%）を入力してください。また、該当が無い場合は必ず、「該当なし」と記入ください。無記入の場合は書類不備で失格となります。

	(1)応募中の研究費（本応募研究課題 及び 2027年度の研究費として応募予定も含む）

	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担
の別)
	2027年度
研究経費

（期間全体の額）
（千円）
	2027年度エフォート（％）
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	本応募研究課題
（右にエフォートを記入ください）
	
	代表
	
	記入例
30
	

	記入例
科研費　基盤研究（H28～30）
AMED(H29～31)
厚労科研費（H30～32）
財団研究助成（R3～4）


	

	

	

	40

	


	（2）受入予定の研究費

	
	
	
	
	20

	

	（3）その他の活動（必ず記入してください）
	10
	

	合　　計(1)+(2)+(3)
	100
	



	＜人権の保護及び法令等の遵守への対応状況＞
　研究計画を遂行するにあたって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
なお、該当しない場合には、その旨記述してください。

	





























支出経費内訳書（１）・・・申請者（代表者）使用分
	費　　　目
	金　　　額（千円）
	内　　　訳
	備　　　考

	機械・器具・備品費
	記入例
520
	記入例
○○分析装置	310 
○○泳動装置	210
	

	消耗品費
	440
	試薬	　　　　340 
ガラス器具	 50
 ○○　　　　　　25
 ○○	         25
	

	旅費及び交通費
	240
	学会発表　　　 120
研究打ち合わせ  90　
文献調査旅費	 30
	

	謝金
	
	
	

	委託費
	
	
	

	通信・運搬費
	
	
	

	資料・複写費
	
	
	

	印刷・製本費
	
	
	

	賃借料
	
	
	

	その他
	
	
	

	間接経費
	
	
	

	合計（千円）
	
	




支出経費内訳書（２）・・・共同研究者使用分
	費　　　目
	内　訳（共同研究者別に記入）
	金額（千円）

	
	日本太郎
	食野次郎
	未来三朗
	
	
	

	機械・器具・備品費
（1台　税抜200千円以上）
	記入例
(解析装置)
1,150
	（乾燥機）450
	0
	
	
	1,600

	消耗品費
	(試薬）
600
	(試薬)
500
	（試薬）
400
	
	
	1,500

	旅費及び交通費
	(打合せ)
100
(学会発表)
110
	(打合せ)
200
(学会発表)
290
	(打合せ)
200
	
	
	900

	謝金
	
	
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	
	
	

	通信・運搬費
	
	
	
	
	
	

	資料・複写費
	
	
	
	
	
	

	印刷・製本費
	
	
	
	
	
	

	賃借料
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	

	間接経費　　　　
	
	
	
	
	
	

	小計（千円）
	1,960
	1,440
	600
	
	
	4,000




◆主要関係論文の要約の日本語訳
　タイトル、雑誌名、著者名、要約、号巻、ページ、年の順で記入してください。
論文１．


















論文２．


















論文３．


















以上
2

16
